
026 2017-11  臨時増刊号Community Care Vol. 19  No. 13 027

◆
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
災
害
看
護
学
を
生
か
す

［
コ
ラ
ム
］

Column

　私が、災害看護専門看護師をめざすきっかけとなっ
たのは、1985 年 8月に日本航空 123便が墜落した
際に、限られた資源で過酷な環境の中、看護師が被
災者、そしてご遺体・ご遺族の方へ最大限のケアを
行っていた姿に感銘を受けたことでした。
　そのため、まずは看護師を志し、看護大学を卒業後、
急性期病院で 3年間働き、その後、大学院に進学し
て国際災害看護学を学びました。
　大学院時代の実習先である東日本大震災後の被災
地では、地域で働く医療職者の方々からお話を伺う
機会がありました。その中で、被災地の訪問看護師
から、「日頃からかかわっている利用者の多くは、災
害時の要配慮者である」「発災時に交通手段が断絶し
て安否確認を行うことができなかった」「訪問看護師
自身も被災しながらの活動だった」「今も復興が遅れ
ている」ことを伺いました。そして、全国的にも訪
問看護ステーションの多くが小規模運営で、平常時
の防災対策は十分に進んでいない現状であることが
わかりました。
　しかし、訪問看護が活動している地域では、多職
種同士で日々連携しながら利用者を支援しており、
その連携体制は「災害時においても“日常の延長”
として活用し対応することができる」という強みな
のだと感じました。そこで、訪問看護ステーション
や要配慮者への災害対策、そして地域防災に従事し
たいと考え、現在の職場に就職しました。

  訪問看護師が持つ災害看護の展開力
　訪問看護師は限られた資源の中で、利用者が自宅
で、その人らしく生活することを支援しています。
この資源には「ヒト」「モノ」「カネ」、そして「時間」
が含まれていて、常に資源を有効活用できるように
考えて行動し、不足している場合はカバーするため
に、さまざまなものを代用して対応するスキルや能
力を持っています。このスキルや能力は、災害時の
資源不足の中で非常に役に立つと思います。
　また、制度や介護福祉サービスの知識を日頃から

持っているため、被災後、体調を崩して介護福祉サー
ビスが必要になった被災者に対して、迅速にサービ
ス調整をしたり、必要なケアを提供することができ
ます。
　さらに、訪問看護師は在宅療養を送る上で必要な
観察すべき点や支援者として配慮すべき点を理解し
ています。その観察力や実践能力は、自宅避難を想
定した個々の疾患や生活に合わせた事前対策を行う
ことや災害発生時の自宅避難者や仮設住宅での生活
支援に役に立つと思います。
　そして、地域を自転車や車などで移動しながら日々
活動しているため、地理的な知識も詳しく、災害時
に危険な場所や安全な場所を把握しやすいという強
みもあります。これらの点で、私は訪問看護師が災
害時に活躍できると考えています。

  災害看護専門看護師が「地域」でめざすこと
　東京都 23区内には「自宅避難」を推奨している
地域が多く、自宅で避難生活を送る方が多数発生す
ることが予測されます。災害時に、被災者は自宅で
避難生活を送ることで、外部から目が届きにくくな
ることもあります。このため、健康状態の悪化の発
見が遅れる可能性も考えられ、こうした事態を防ぐ
ため、日頃から多職種と役割分担しつつ、連携を取
りながら、地域に密着し、その人の生活に寄り添っ
た支援を行っていかなければなりません。私は災害
看護を学んできたので、訪問看護師が持っている卓
越した技術や知識を、災害時でも発揮できるように
環境を整えていきたいと考えています。
　災害看護専門看護師が訪問看護ステーションに所
属することで、災害発生時の対応はもちろん、平常
時から防災の観点でさまざまな訓練を企画・運営し、
対策を講じることができると思います。災害に対す
る情報を専門的に収集し、地域や組織に合った災害
対策を考えることもできるはずです。また、研究能
力にも長けているため、日々の実践を新しい知見と
して蓄積していくことが可能になると思います。さ
らに、地域の医療・介護従事者や住民と連携して防
災対策を行うことで、「防災が日常にある暮らし」を
訪問看護ステーションだけでなく、地域全体に定着
させる活動ができると考えます。

　災害看護専門看護師（災害看護CNS）の資格取得
を志した理由として、私自身が東日本大震災で被災
を経験したことが大きいかもしれません。東日本大
震災で自分の身に起きた現実を目の当たりにしたと
き、被災するということがどういうことなのか初め
てわかりました。思い出がつまった自宅を失った人、
大切な家族を亡くした人、帰れる場所はあるが戻れ
ない人など、それぞれの身に生じた被災のかたちに
よってもまた気持ちは異なると思いますし、何より
もこれらの気持ちというのは経験した人にしかわか
らない気持ちであると感じています。
　犠牲になられた方々の声を聞きたくても聞くこと
はできませんし、「もうこれ以上、私と同じような経
験をする人が増えないでほしい」と思いました。微
力ではあると思いますが、「犠牲になられた方々の分
まで生きて、被災した地域住民の声を伝えていきな
がら、同じことが繰り返されないように災害に備え
ていくこと」が生かされた者の役割として、震災で
の経験を無駄にせず、そして犠牲になられた方々の
供養につながるのではないかと感じています。
　今後また、いつ、どこで自然災害が発生するのか
わかりません。被災した際に多くのご支援をいただ
き、私自身も本当に救われました。この感謝の気持
ちを“災害看護CNS”という立場で何かしらのかた
ちでお返ししていき、その中で少しでも誰かのお役
に立つことができればと思っています。

  災害看護 CNS は在宅現場にも必要な存在
　私は、これまでは主に急性期の病院で働いてきま
したが、現在は訪問看護ステーションに勤務してい
ます。
　災害看護を学んでいる大学院生だった頃、被災地
の在宅の現場で働く医療・介護者の方々から震災当
時の状況や活動内容を伺える大変貴重な機会があり、
「病院だけでなく、在宅の現場に医療スタッフが存在
することの意義や必要性」をより強く認識する機会
となりました。

　病院には災害に長けている医療者が多く存在して
いると思いますが、訪問看護ステーションにはその
ような医療者がほとんど存在していないように感じ
ています。そのため、平常時・災害時に連携をはか
るという意味でも「災害看護CNSは病院だけにとど
まらず、在宅の現場にも存在すべきではないか」と
思い、訪問看護ステーションを選択しました。

  訪問看護の現場にいる災害看護 CNS として
　東日本大震災のときもそうでしたが、被災が広範
囲にわたるとライフラインが復旧するまでに時間を
要しますし、救援者の到着や物資が届くまでにも時
間がかかります。その間、自宅や会社等にある物を
有効活用しながら、その場を乗り切っていくことが
必要になります。
　首都直下型地震等では避難所に避難する人が多く、
入りきれない人々が発生すると想定されており、「自
宅が無事である人たちは、避難所ではなく在宅で生
活をすることになる」と言われています。すると自
助はもちろんのこと共助の力も必要になります。
　例えば在宅酸素などの医療機器使用者やストーマ
装着者等には、通常の訪問看護を通して物品の保管
場所や残量・数の確認、機器類の使用方法の再確認
などを行い、災害が発生した場合に利用者自身や家
族が不安なく対応できるように専門的な視点から指
導するよう心がけています。利用者によって訪問時
間が異なるため、通常の必要なケアを行いながらの
指導は時間も限られ、正直難しい点ではありますが、
個別性を加味して災害対策をとることができるのは
訪問看護ならではと感じています。
　それだけでなく、「日頃連携している医療・介護ス
タッフと災害時の対応について一緒に考える」など
コンサルタントとしても活動してきながら、病院関
係者や自治体関係者と連携して、避難所や遺体安置
所、さらには仮設住宅での支援についても協力しあっ
て実践していくことが可能となるのではないかと考
えています。
　訪問看護ステーションにおける災害対策には、ま
だまだ課題がたくさんあると思います。今後の災害
に備え、さまざまな課題と向き合いながら、地域に
貢献できるよう活動していきたいと考えています。
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